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論文内容の要旨

本論文は，ウランー遷移金属一窒素 (U-M-N) 3 元系の高温に於ける挙動について研究したも

ので， 6 章より成っている。

第 1 章は緒論で， U-N 2 元系， M-N 2 元系およびU-M-N3 元系についての従来の研究結果

を述べ， M-N2 元系の研究結果の不足が， U-M-N 3 元系の理解を妨げる大きな原因となってい

るとし，本研究の目的を述べている。

第 2 章はアンモニアがM-N系の相平衡に及ぼす影響を熱力学の立場から論じたものである。アン

モニアが窒化物の生成反応の際に有利な速度論的効果を及ぼすことは知られていたが，平衡論的な効

果もあることが判明したと述べている。

第 3 章は非化学量論的Cr 2N相中に於ける原子聞の相互作用の大きさを，統計熱力学の手法を用い

て推定した結果を示している。この研究では，従来の統計熱力学的考察の際に慣習的に無視されてき

た原子分配函数についても考察を行っている。

第 4 章はCeN ， YN, LaN, TiN及び~ZrNの 5 種の遷移金属窒化物についての分解庄の測定結果を

示している。分解圧は窒化物の高温に於ける安定性を評価するのに重要で、ある。 UN ， PuN, ThN等

のアクチニド窒化物については分解圧が測定されているが，遷移金属窒化物については始ど測定値が

無かったと述べている。

第 5 章はUN-CeN固溶体， UN-YN固溶体の分解庄の測定結果を示している。また，適当な仮定

の下で熱力学的考察を行うことにより次式を得ている。

logPN2[Ul-xMxN]=( l-x)logPN2[UN]+x logPN2[MN] この式が実験値とよく一致することを示

し，高温に於ける U-M-N3 元系の挙動を明らかにする際に有用な式であると述べている。
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第 6 章は総括で，本研究で得られた結果をまとめたものである。

論文の審査結果の要旨

本研究はウランー遷移金属-窒素 (U-M-N) 3 元系について研究したものである。遷移金属元

素はウランの核分裂生成物中で極めて大きな比重を占めている。 また， UNは熱伝導性が優れた有

望な核燃料物質である。従って， U-M-N 3 元系の研究はUNの照射挙動の基礎研究として欠か

せないものである。

本論文は，まず~， M-N 2 元系の窒化物を生成する際にアンモニアを使用した場合について，熱力

学的考案を行い，続いてCeN ， YN, LaN , TiN及びZrN 等，今迄測定値の殆ど無かった遷移金属窒

化物の分解圧を測定し貴重な熱力学データーを提出するとともに， UN一CeN ， UN-YN固溶体の分

解圧をも測定している。これら固溶体については，適当な仮定の下で熱力学的考察を行い

logPN2[U1-X Mx Nl =( 1 一刻 logPN2[UNl +x logPN2[MNl の式を導き，この式がU-M--N 3 元系の

高温挙動を研究する上に有用なものであることを示している。

これらの結果は原子力材料並びに核燃料工学に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文

として価{直あるものと 5忍める。
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